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2015 年 1 月 7 日 

カモの性比国際調査調査報告書 
－カモの性比は緯経度によって変化していることが分かりました－ 

 

2014 年 1 月 5 日～19 日に実施したカモ類の性比調査では、184 の個人と団体の皆さんから、国内 276

地点、海外 10 地点の記録を送っていただきました。ご協力に感謝申し上げます。 

 

調査地点 

調査地点は国内ではまんべんなく分布しており、調査地の多い種については良好なデータが得られま

したが、種によっては調査地の少ない地域がありました。また、日本と海外の調査地が地理的に連続し

ていないため、緯度経度による性比のグラデーションを明確に分析できないという限界がありました。 

 

 

 

調査方法 

2014 年 1 月 5 日～19 日に、カモ類のオスとメスの個体数を調査しました。調査地のカモの数が多い

場合は、全数ではなく一部をサンプル調査している場合もあります。 

なお、幼鳥の第一回冬羽から成鳥羽への換羽が遅い種（潜水ガモ類の一部やアイサ類）では、調査時

点で換羽していない幼鳥とメスを合わせた数がメスとして記録されており、そのような種ではオスの数

が過小評価されている可能性があります。 
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分析結果 

調査したそれぞれの種について、オスの割合と緯度・経度、さらに雌雄の合計個体数との関係を分析

しました。ハシビロガモとヨシガモは合計個体数が 30 羽以上、それ以外の種は 50 羽以上だった調査地

を分析対象にしました。  

 

群の大きさと雌雄の関係 

いずれの種でも、オスの割合と雌雄の合計個体数との間に統計的に有意な相関は見られませんでした。 

 

緯度経度と雌雄の関係 

いくつかの種ではオスの割合と緯度経度との間に関係が見られました。日本、韓国、中国、台湾の記

録全体で分析をした場合（表 1）と、日本の調査地だけで分析した場合（表 2）とで少し結果が異なり

ました。どちらが正しいのかは分かりませんが、ここでは日本と海外の記録のすべてを対象に分析した

結果を示す表 1 についてご説明します。キンクロハジロやホシハジロでは緯度と経度の両方と正の相関

が見られ、北の地域または東の地域にいくほどオスの割合が高くなる傾向がありました。コガモでは経

度との相関は見られませんでしたが、緯度とは正の相関が見られ、北へ行くほどオスの割合が高くなる

傾向がありました。一方、オシドリやヨシガモでは緯度との相関は見られなかったのですが、経度とは

負の相関が見られ、これらの種では西に行くほどオスの割合が高くなる傾向がありました。 

 

雌雄の割合 種名 

北の地域、または東の地域へ

いくほどオスの割合が高くなる 
キンクロハジロ、ヒドリガモ、ホシハジロ 

北の地域、または西の地域へ

いくほどオスの割合が高くなる 
マガモ 

北の地域へいくほどオスの割

合が高くなる 
コガモ 

西の地域にいくほどオスの割

合が高くなる 
オシドリ、ヨシガモ 

傾向が見られない オカヨシガモ、オナガガモ、ハシビロガモ 

表 1  カモ類の雌雄比の傾向（日本と海外の調査地を分析対象にした場合） 
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雌雄の割合 種名 

北の地域、または東の地域へ

いくほどオスの割合が高くなる 
コガモ、ホシハジロ 

北の地域へいくほどオスの割

合が高くなる 
ヒドリガモ、マガモ 

西の地域にいくほどオスの割

合が高くなる 
オシドリ、ヨシガモ 

南の地域に行くほどオスの割

合が高くなる 
オシドリ 

総個体数が多いほどオスの割

合が高くなる 
マガモ、ヨシガモ 

傾向が見られない オカヨシガモ、オナガガモ、キンクロハジロ、ハシビロガモ 

表 2  カモ類の雌雄比の傾向（日本の調査地だけを分析対象にした場合） 

 

考 察 

種によってオスの割合に影響する要因が異なる背景には、繁殖地との位置的な関係や、越冬期の間に

依存する食物などがあると考えられます。例えば、ある種のカモではオスは早く繁殖地に行くことでメ

スと交尾する機会を増やせるのかもしれません。またオスの方がよりよい採食地を占めて、メスがそこ

に入れなくなっている可能性もあります。後者では、例えばオシドリのオスが、ドングリに惹かれて西

に集まっているなどの可能性が考えられます。あるいは、この二つの理由が複合的に影響しているのか

もしれません。 

 

バードリサーチ 神山和夫・笠原里恵 
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ホシハジロ（北ほどオスの割合が高い）

ヒドリガモ（北ほどオスの割合が高い） 

ホシハジロ（東ほどオスの割合が高い）

ヨシガモ（西ほどオスの割合が高い） 

ヒドリガモ（東ほどオスの割合が高い） 
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キンクロハジロ（東ほどオスの割合が高い） キンクロハジロ（北ほどオスの割合が高い） 
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